
全期モニタリング結果報告書 

地域交流プラザ 
所 在 地 福井市手寄１丁目４番１号 

所管課等 財政部 施設活用推進課 

 

１ 指定管理者の概要 

名 称 日本管財株式会社 福井営業所 代表者 所長 村田 直也 

所在地 福井市手寄１－４－１ アオッサモール２階 

 

２ 指定管理期間 

平成２７年４月１日～平成３２年３月３１日（第３期目） 

 

３ 施設の利用等の状況 

(H18年度)
導入前年度

1期目平均
（H19～21）

２期目平
均

３期目
（Ｈ27）

３期目
（Ｈ28）

３期目
（Ｈ29）

３期目
（Ｈ30）

利用者数
(人)

212,070 231,215 234,173 257,870 269,726 252,447

前年度比
(人)

212,070 19,145 2,958 23,697 11,856 ▲ 17,279

前年度比
(%)

0.0 9.0 1.3 10.1 4.6 ▲ 6.4

利用料金
(千円)

28,558 38,529 39,184 39,481 39,398 42,119

前年度比
(千円)

28,558 9,971 655 297 ▲ 83 2,721

前年度比
(±%)

0.0 34.9 1.7 0.8 ▲ 0.2 6.9

５階会議室ほ
か 31.2 48.3 50.4 47.2 47.6 51.7

６階会議室ほ
か 44.9 54.6 55.0 54.5 54.8 56.4

レクルーム
稼働率※(%) 58.1 54.4 53.5 50.9 50.4 52.6

※稼働率＝貸し出しコマ数／貸し出し可能コマ数

 
 

 

４ 納付金・指定管理料の状況 

 
H19 年度 

導入１年目 

H20 年度 

導入２年目 

H21 年度 

導入３年目 

H22 年度 

導入４年目 

H23 年度 

導入５年目 

H24 年度 

導入６年目 

H25 年度 

導入７年目 

H26 年度 

導入８年目 

指定管

理料 
27,882 26,986 26,986 30,300 30,300 30,300 30,300 31,165 

 
H27 年度 

導入９年目 

H28 年度 

導入１０年目 
H29 年度 

導入１１年目 
H30 年度 

導入１２年目 

指定管

理料 
24,600 24,600 24,600 24,600 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
５ 要求基準と達成状況（進捗状況） 

要求基準 達成状況 

施設稼働率 ５１．７％ 施設稼働率 ５５．３％ 

施設利用承認申請書受付の際には、平等な

利用を確保すること。 

 

申し込みは、先着順を基本とし公平性を確保し

ている。また、抽選会においては利用者が必ず

立会うことで、決定方法の透明性を確保してい

る。 

施設および設備、備品の機能と環境を良好

に維持し、サービス提供が常に円滑に行わ

れるようにすること。 

 

日常の点検に於いて不具合部分を抽出し、本市

と協議の上適時修繕を行っている。（研修室備

品、カーペット等）修繕を行う際は、市に対し

て現状報告及び見積書を提出して、市の確認を

得ている。 

また、管球交換等を実施して、施設の維持を図

っている。 

市入居施設との十分な連絡調整に努める。 

他施設（県、商業施設等）とも協調を図る。 

地域交流プラザに入居する団体やアオッサの他

施設と定期的に会議を行うことで、連絡調整を

図っている。また、男女共同参画の主催事業に

対し、チラシ作成や託児の支援を行っている。

ハピリンで開催されている会議にも積極的に参

加し、駅前全体での連携も図っている。県有施

設と連携したコンベンションの誘致も積極的に

行えている。 

 

６ 利用者から寄せられた苦情・意見等及びその対応状況 
（施設・設備に関すること） 

内容：トイレ、自動販売機の場所が分からない。 
対応：館内案内板の表示を工夫し、各階及びエレベーター内のフロアー図にテープで表示した。 
内容：交流ラウンジ利用者のマナーが悪い。 
対応：机や椅子の配置換えを行い、それぞれのエリアを利用者ごとに区分わけした。 
 ※依然として、「駐車場が満車」「エレベーターが遅い」といった苦情は多い。 

 
７ 利用促進等に向けた取組みの実施状況 

計  画 実施状況 

広報の充実 

ハピリンと双方でリーフレットやイベントチラシを設置し、

連携した広報体制を構築している。また、ホームページやフ

ェイスブックを活用した積極的な広報に努めている。 

利用者への支援 
アオッサ１階のインフォメーションにて、案内機能の充実や

利用者の意見・苦情等の集約を図っている。 

自主事業の実施 アオッサ寿大学や入居施設への託児支援等を実施している。 

 

８ 施設、設備の維持管理の状況 
項目 実施状況及び確認方法 

保守点検、運転、監視業務 
複合ビルとして一括的に保守管理すべきものは総合管理会社が実施し

ていることを現地にて確認した。 

清掃業務 日常清掃、定期清掃、特別清掃等は、総合管理会社が実施。 

倉庫については指定管理者が管理していることを現地にて確認。 

保安警備業務 
機械警備は総合管理会社が実施。 

ハピリンと連携して、警察に定期巡回を依頼。適宜、警察が巡回して

いることを口頭にて確認。 

備品管理 備品の管理台帳を更新し、館長を中心に適正に管理していることを、

現地及び報告書にて確認した。 

小規模修繕 協定に基づき年間６０万円の範囲内で適正に実施していることを報告

書にて確認した。 

 
 



 
 
９ 指定管理者のコメント 

 
 本年は相次いで自然災害が発生し、公共交通機関の運行状況に影響が出たことから、予定していた会

合や催事が中止・延期になることがありましたが、最終的な稼働率は順調に推移しました。これは、福

井国体に併せて学会がいくつか開催され、関係者も含め県外から多数の人が利用されたこともあったか

らだと思います。 
 設備や備品関係につきましては、開設後１０年を迎えていることから、経年劣化していきている箇所

があり、昨年計画した修繕計画に基づき、修繕予算の範囲内で実施しました。未実施の部分につきまし

ては、次年度様子を見ながら行っていきます。 
 １１月に「Ｗｉ－Ｆｉ」が導入されたことで、利用されたお客様からは好評をいただいております。

今後の稼働率向上の一助になるものと期待しております。 
 今後も新幹線開業などで駅前周辺も大いに活性化していくことが期待されるため、この流れを絶好の

好機と捉え、多くの市民の方に利用いただける施設を目指してまいります。 
 

 
 
10 所管所属の所見 

 
平成３０年度全期を終えて、維持管理面において、日常点検や備品管理など、例年通り適正に実施さ

れており、倉庫内の備品についても管理されていた。設備、備品関係の経年劣化している部分に関して

も、指定管理者と協議し、優先度の高いものから順次対応した。 
自主事業であるアオッサ寿大学では、他の入居施設やハピリンとも連携して実施し、安定的な集客を

図れていた。今年度は下半期についても昨年度のような大雪に見舞われることはなく、福井国体による

集客もあったことから、結果的に高い稼働率となった。設備に「Ｗｉ－Ｆｉ」を導入したということも

あるので、更なる稼働率の向上に努めていってほしい。 
 今後は新幹線開業に向けた駅前での再開発が進むことで、そういった施設が開業するまでの間、一時

的に人が駅前から離れていく可能性もあることから、周辺施設と連携しながら、より一層のサービス向

上を目指していってほしい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
11 指定管理者、施設所管所属の評価 

評価項目 視点 
評価 

方法 採点理由 
指定管理者 所管所属 

（１）管理運営 

（ア）維持管理業務 保守管理 

・清掃、法令点検の確実な実施 
５ ５ 

・点検名、実施回数等のリストの確認 

・関係書類の確認等 

  ４月２４日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

保安業務 

・保安警備の実施状況 
５ ５ 

・機械警備についての確認 

・職員による巡回警備の確認等 

  ４月２４日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

備品管理 

・適正な備品管理、台帳の整理 

・市の備品と指定管理者の備品の区分け 

５ ５ 

・現地調査で台帳と照合等 
  ４月２４日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

（イ）運営業務 利用時間や休館日の設定状況 

・条例に基づいた営業内容か 
５ ５ 

・業務日報等の確認等   ４月２４日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

受付・承認・利用料金の収受と管理 

・一連の事務の適正な実施 
５ ５ 

・関係書類や現地調査により確認等   ４月２４日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

（ウ）報告業務 事業報告書や収支計画書等の提出状況 

・適正な時期、内容での提出 
５ ５ 

・関係書類の確認等   ４月２４日確認 

（提出書類・施設据付帳簿） 

（２）サービスの内容 

（ア）利用促進の取組 PR 活動の推進 

・市政広報やマスメディアの活用 

・ターゲットを絞った PR 

５ ５ 

・関係書類の確認等  

他施設や地域との連携 

・地域住民との交流 

・地域性を活かしたイベントの開催 

５ ５ 

・関係書類の確認等 

・職員へのヒアリング等 

 

（イ）サービス向上の

取組み 

利用者アンケートの活用 

・アンケートの積極的な実施 

・利用者の声の施設運営への反映 

５ ５ 

・関係書類の確認等  

自主事業の実施状況 

・自主事業の積極的な実施 

・新規プログラムの開拓 

５ ５ 

・事業報告書の確認等  

（ウ）要求基準の達成

状況 

あらかじめ設定した数値目標の達成度 

・利用者の増減等 
５ ５ 

・事業報告書の確認等  

（エ）応募時の提案事

項の実施状況 

提案事項の実施状況 

・提案事項の確実な実施 
５ ５ 

・事業報告書の確認等  

（３）安定性 

（ア）管理運営体制 職員の配置状況 

・正職員とアルバイトの配置バランス 

・有資格者の配置バランス 

・有資格者の適切な配置 

５ ４ 

・関係書類の確認等 

・職員へのヒアリング等 

 

労働関係法令の遵守 

・適正な労働条件、環境 

・休日の適正な付与 

４ ４ 

・関係書類の確認等 

・業務日報等の確認等 

 

職員の資質向上の取組み 

・定期的な研修の実施 
４ ４ 

・関係書類の確認等  

（イ）法令等の遵守 

   個人情報の管理

状況 

・法令等に沿った管理運営 

・個人情報に関する研修の実施 

・マニュアルの有無 

５ ５ 

・関係書類の確認等 

・マニュアルの確認等 

 

（ウ）安全・衛生対策 ・安全・衛生面への配慮 

・事故防止対策の有無 

・AED の適正な管理 

・食中毒防止のための対策 

５ ５ 

・現地調査で施設の確認 

・職員へのヒアリング等 

 

（エ）危機管理対策・

緊急時対策 

・緊急時（災害等）の対応ができる体制の整備 

・マニュアルの有無 
４ ４ 

・関係書類の確認等 

・マニュアルの確認等 

 

（４）収支状況 

（ア）経理処理状況 ・一つの口座での会計 

・適正な内部監査体制 
４ ４ 

・会計帳簿と金融機関口座の照合 

・監査結果の確認等 

 

（イ）経費縮減の取組

状況 

・光熱水費の削減 

・再委託費の適正な水準 
４ ５ 

・関係書類の確認等 

・職員へのヒアリング等 

 

 合計 ９５ ９５   

 割合（合計／100 点満点） ９５％ ９５％   

 


